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　場の理論における量子異常の現代的な意味での重要性は，１９６９年に S.Adler, J.Bell,
R.Jackiwにより明確にされ，場の理論の古本的な性質として 認識されるに至った。
　１９６９年のAdlerの論文に触発され，木村氏は，重力場の存在するときにカ イラル量子異常の
計算を，それまでの同氏の研究で培われた曲がった空間での場 の理論の知識を用いて，綺麗
な計算で算出した。計算は摂動論によるものであっ たが，非摂動論的な計算への道を開くアイデ
アも含んでいた。これらは世界で始 めてのものである。我が国の場の理論的研究の賜物であ
る。重力に関した量子異 常は，Kalua-Klein理論更には，超弦理論の量子論においてもっとも重
要な性質 の一つになっており，この研究の重要性は明らかである。
　この論文はProg.Theor.Phys.に発表されたこともあり，内外に正当に評価され ているとは言いが
たい。この様な論文を正当に評価し顕彰することは賞の精神に 合致する。メダルに相応しい業績
である。
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